
「第５期富田林市障がい福祉計画・第１期富田林市障がい児福祉計画（素案）」に対する 

パブリックコメントの実施結果について 

 

１．パブリックコメントの実施状況 

（１）コメントの募集期間 

平成 30 年 1 月 4 日（木）～1月 31 日（水） 

（２）コメントの状況 

提出数：４通（方法別：Eメール：３通、窓口持参：１通） 

コメント内容：18件 

 

２．パブリックコメントの結果 

区分 件数 

（１）本市の施策等に関する個別・具体的な意見・要望 14 件 

（２）国・府の施策等に関する意見・要望 ４件 

 

 

（１）本市の施策等に関する個別・具体的な意見・要望 

№ コメント概要 コメントに対する市の考え方 頁 件数 

１ 学校や市が医療ともっと手を組んでほしい。 

本計画は障がい福祉サービスの見込量等を示す

計画であるため、ご意見については、今後の学校教

育及び障がい児施策を推進していくための参考と

させていただきます。 

20 １ 

２ 
発達障がいや障がいのある子どもの親のメンタ

ルを考えた講座をしてほしい。 

本計画は障がい福祉サービスの見込量等を示す

計画であるため、ご意見については、今後の障がい

児施策を推進していくための参考とさせていただ

きます。 

なお、子ども子育て支援施策において、子どもと

の向き合い方に関する事業を行っており、今後も継

続して行います。 

22 

23 

24 

１ 

３ 
市の税金とかをメールで知らせてくれるが、発達

障がい枠も作ってほしい。また、できれば Eメール

よりもラインで知らせてほしい。 

本計画は障がい福祉サービスの見込量等を示す

計画であるため、ご意見については、今後の情報発

信の参考とさせていただきます。 
24 １ 

４ 

障がいのある人は個々に特性が違うため、個々の

特性に応じた職員、専門の人材の確保、発達障がい

のある子どもに関しても一人ずつ特性が違うため、

個別の配慮等ができる人材の育成と確保が必要で

ある。 

また、教職員にも発達障がいのある子どもたちの

個々の特性を理解するための勉強会をしてほしい。 

ご意見については、「第７章 ３人材の育成・確保」

に含まれております。 

なお、教職員への勉強会等については、本市障が

い者計画で、インクルーシブ教育の推進を図ること

としております。 

80 １ 

５ 

読み書きに障がいのある子ども、知的障がいのあ

る子どもが授業に参加できるよう、教職員に対して

インクルーシブ教育の在り方について研修をもっ

としてほしい。できない子どもに照準を合わせた授

業であれば、全ての子どもにとってわかりやすいも

のになるのではないか。 

本計画は障がい福祉サービスの見込量等を示す

計画であるため、ご意見については、今後の学校教

育及び障がい児施策を推進していくための参考と

させていただきます。 

なお、本市障がい者計画で、インクルーシブ教育

の推進を図ることとしております。 

 １ 

６ 
できる子どもだけが認められるのではなく、でき

ない子どもも自尊心を高めるような指導をしてほ

しい。 
 １ 

７ 

地域に生まれた子どもは、どんな形、状態で生ま

れてきても、地域の子どもとして、育つべきであり、

地域の学校を望むのなら、人手を行政が用意してで

も、行かせるべきである。 

 １ 

８ 
愛着障がいのある子どもに対する支援を、家庭、

教育、福祉の連携でしっかりと行ってほしい。虐待

を見逃さず各機関で連携をとってほしい。 

本計画は障がい福祉サービスの見込量等を示す

計画であるため、ご意見については、今後の障がい

児施策を推進していくための参考とさせていただ

きます。 

なお、児童虐待については、関係機関で連携を図

っており、今後も継続して行います。 

 １ 



９ 

学校に配置されている介助員の人数が圧倒的に

不足していているため、フルタイム勤務ではなくパ

ート勤務であれば働きたい人はたくさんいるので

はないか。 

本計画は障がい福祉サービスの見込量等を示す

計画であるため、ご意見については、今後の学校教

育及び障がい児施策を推進していくための参考と

させていただきます。 

 １ 

10 
タブレット学習を全支援学級に導入をしてほし

い。 
 １ 

11 

障がいのある人に対する啓発授業をもっとして

ほしい。「してあげる、助けてあげる」のは有り難

いが、障がいのある人たちは施しを求めているので

はなく、つながりを求めているので、そこを大人だ

けでなく子どもたちにも理解してもらえるように

してほしい。 

 １ 

12 
障がいのある子どもの保護者が集まれる場所を

作ってほしい。 
本計画は障がい福祉サービスの見込量等を示す

計画であるため、ご意見については、今後の子ども

子育て支援及び障がい児施策を推進していくため

の参考とさせていただきます。 

 １ 

13 
発達障がい親の会と行政とで連携し、随時保護者

の意見を聴取できるようなシステムを整えてほし

い。 
 １ 

14 
地域の人への障がいのある人たちへの啓発を進

めてほしい。 

本計画は障がい福祉サービスの見込量等を示す

計画であるため、ご意見については、今後の障がい

者施策を推進していくための参考とさせていただ

きます。 

 １ 

 

（２）国・府の施策等に関する意見・要望 

№ コメント概要 コメントに対する市の考え方 頁 件数 

１ 通級を全学校に配置してほしい。 

本計画は障がい福祉サービスの見込量等を示す

計画であるため、ご意見については、今後の参考と

させていただきます。 

なお、通級の設置については、大阪府を通じて、

国へはたらきかけてまいります。 

20 １ 

２ 
放課後等デイサービスの監督、監査及び基準等を

しっかりと管理してほしい。 

本計画は障がい福祉サービスの見込量等を示す

計画であるため、ご意見については、今後の参考と

させていただきます。 

なお、監督、監査、基準等の管理については、大

阪府へはたらきかけてまいります。 

 ２ 

３ 
以前あった、就園前の発達障がいの親の集まりの

「ポニーの学校」を復活してほしい。 

「ポニーの学校」においては、大阪府が実施して

いた事業であり、ご意見については、今後の参考と

させていただきます。 
 １ 

 


